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 令和５年度 決算報告笠置町

⃝一般会計（歳入）
　歳入総額は、前年度に比べ2,158万4千円（1.37％）増額の16億83万円となりました。
　町税は、前年度に比べ6,630万円（4.14％）減額の１億5,348万４千円となりました。主な内訳は、町民税が
5,311万円、固定資産税が8,034万８千円、町たばこ税が1,497万７千円となっています。
　増額の要因としては、防災行政無線操作卓更新事業に係る地方債の借入額が6,600万円であったため、町債が前
年度と比較して7,917万８千円（188.60％）増額となったことがあげられます。
　また、寄附金については返礼品付きふるさと納税に係る返礼品メニューの拡充や制度改定に伴うかけこみ需要等
があったことで、262万１千円（113.71%）増額となっています。
⃝一般会計（歳出）
　歳出総額は、前年度に比べ5,468万３千円（3.67％）増額の15億4,435万８千円となりました。
　増額の要因としては、総務費では防災行政無線操作卓更新事業（6,600万円）の実施、商工費ではKASAGI鍋フェ
スタ復活に係る観光事業等により658万９千円の増額などが主なものとなっています。
　一方、議会費では令和４年度に議場音響等システム改修事業を実施したことにより歳出額が増加しましたが、令和
５年度では1,645万円（26.96％）減額となっています。
　歳入総額から、歳出総額と翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いて、令和５年度の実質収支額は1,342万2,825円
となり、そのうち700万円を財政調整基金へ積立て、642万2,825円を令和６年度へ繰り越します。

令和６年度予算の執行状況
　一�般会計　令和６年度の一般会計予算は、当
初予算と第1回補正予算、前年度からの繰
越事業費を合わせて、８月31日現在の総
額は17億5,332万８千円となっています。
このうち、町税など８月末日までに入った
お金は４億8,832万円で、予算に対する収
納率は27.9％となります。また、各種事
業実施のため町から支払われたお金は４億2,839万６千円で、予算に対する執行率は23.8％となっています。

　�地�方債現在高の状況　長期に借入れた資金の令和６年８月末現在高は、一般会計14億4,795万１千円、特別会計
を合わせた町全体では15億5,927万３千円となっています。令和５年８月末の現在高より1,874万９千円の減
額となっていますが、これは、令和５年度に支払った元金償還金約１億4,913万円に対し、借入れた地方債の
額が約１億2,706万円であったため、令和５年度末の現在高が減額となったものです。

　特�別会計　国民健康保険特別会計など３特別会計の予算総額は５億6,500万７千円で、収入済額１億7,680
万８千円（収納率31.3％）、支出済額は１億6,916万円（執行率29.9％）となっています。

⃝特別会計� （単位：千円）

区　　分
会　　計

歳入 歳出 差引差額 実質
収支額

前年度
実質収支額

単年度
収支額

国民健康保険 230,879 190,634 40,245 40,245 39,311 934

簡易水道事業 84,844 56,240 28,604 28,604 1,748 26,856

介護保険 316,171 281,600 34,571 34,571 18,031 16,540

後期高齢者医療 67,447 66,658 789 789 701 88

合計 699,341 595,132 104,209 104,209 59,791 44,418

（単位：千円）

その他
自主財源
187,744

地方交付税
872,705

町　税
153,484

国・府支出金
187,569

その他の依存財源
78,168

地方債
121,160

（単位：千円）

議会費 44,557諸支出金 0
予備費 0 災害復旧費 1,868

総務費
515,465

民生費
368,035

衛生費
142,099農林水産業費

30,006

商工費
75,647

土木費
111,257

教育費
60,585

公債費
136,979消防費

57,860

歳 入
1,600,830

歳 出
1,544,358
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 令和５年度 決算報告和束町

⃝一般会計（歳入）
　歳入総額は、前年度に比べ3,008万8千円（0.7％）の増加となりました。
　歳入総額の8.7％を占める町税は、３億7,045万９千円となり前年度に比べ1,129万８千円（3.0％）の減少とな
っています。主な内訳は、個人町民税が１億4,938万７千円、固定資産税が１億7,928万９千円となっています。
　また、歳入総額の47.9％を占める地方交付税は、20億4,877万６千円となり前年度に比べ3,386万４千円（1.7
％）の増加となりました。
　地方債は、総合保健福祉施設整備工事の着工や石寺景観前駐車場整備工事等により、７億8,120万円の借入を実
施し、対前年度比では、２億100万円（34.6％）の増加となりました。
⃝一般会計（歳出）
　歳出総額は、前年度に比べ3,348万８千円（0.8％）の増加となりました。
　主な要因は、民生費が総合保健福祉施設整備工事の着工に伴う事業費の増加や、価格高騰緊急支援給付事業の実
施等に伴い２億3,402万９千円、総務費が茶源郷乗合交通生活お届け事業（WazCar）や生活支援燃料券事業等に
伴い8,505万円、商工費が石寺景観前駐車場整備工事の事業費の増加に伴い2,047万６千円それぞれ増加したこと
があげられます。
　一方、土木費では祝橋整備事業費の減少に伴い２億6,661万円、衛生費が新型コロナウイルスワクチン接種事業
費の減少や下水道事業特別会計への繰出金の減少に伴い4,412万円それぞれ減少しました。
　令和５年度の主な事業は、長期化するウクライナ侵攻や記録的な円安による原油価格・物価高騰の影響を受けて
いる住民生活の支援策として、生活支援燃料券事業や価格高騰支援商品券事業等を実施するとともに、保育料や給
食費等の無償化を継続させるなどの取組を展開してきました。また、保健医療福祉の中核を担う総合保健福祉施
設整備事業や、石寺景観前駐車場整備事業、祝橋・石寺橋をはじめとした道路・橋りょう等の整備をすすめると
ともに、鷲峰山トンネル開通による観光需要拡大
を見据え、和束茶のブランド化推進や特産品開発
事業、道の駅・お茶の駅をイメージしたオープン
エアミュージアム計画の推進など、お茶と観光が
融合したまちづくりを目指した取組も実施してき
ました。さらに、茶源郷乗合交通生活お届け事業
「WazCar」の実証実験実施や、貴重な一般財
源となるふるさと納税の増税を目指した返礼品の
充実施策等にも取り組んできました。

令和６年度予算の執行状況
　一�般会計　令和６年度一般会計予算は、当初予算と補正予算に前年度からの繰越事業費を合わせた現在の総額は、

50億7,352万円となっています。
　　�このうち、町税など８月末までに入ったお金は12億9,535万８千円で、予算に対する収納率は25.5％、また、各種
事業実施のため町から支払われたお金は、10億90万３千円で予算に対する執行率は19.7％となっています。

　特�別会計　湯船財産区特別会計など４特別会計の予算総額は16億4,998万円で、収入済額４億8,182万５千円（収
納率29.2％）、支出済額４億3,127万８千円（執行率26.1％）となっています。

　地�方債現在高の状況　町道整備など事業実施のために長期に借り入れた資金の８月末現在高は、一般会計41億
7,782万１千円、特別会計及び公営企業会計を合わせた町全体では、69億2,253万４千円となっています。令和５
年８月末と比較した場合、１億8,399万８千円増加しています。

　公�営企業会計　簡易水道事業会計と特定環境保全公共下水道事業会計の２公営企業会計の予算総額は12億798
万４千円で、執行額（収入）6,454万１千円（執行率5.3％）、執行額（支出）8,895万６千円（執行率7.4％）となっ
ています。

歳 入

（単位：千円）

その他
自主財源
384,407

地方交付税
2,048,776

町　税
370,459

国・府支出金
546,410

その他の依存財源
144,904

地方債
781,200

4,276,156
歳 出

（単位：千円）

議会費
51,705

総務費
980,047

民生費
1,432,158

衛生費
436,092

農林業費
119,707

商工費
136,134

4,216,583
土木費
284,356

教育費
186,027

災害復旧費
22,470

公債費
376,840

諸支出金
0

消防費
191,047

⃝特別会計� （単位：千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支

差引額
実質
収支額

前年度
実質収支額

単年度
収支額

湯船財産区 899 784 115 115 284 △ 169
国民健康
保険

事業勘定 638,882 628,465 10,417 10,417 34,445 △ 24,028
直診勘定 96,826 94,419 2,407 2,407 2,782 △ 375

簡易水道事業 195,990 185,582 10,408 10,408 4,539 5,869
下水道事業 237,127 233,882 3,245 3,245 2,346 899

介護
保険

保険事業勘定 738,776 714,134 24,642 24,642 24,131 511
サービス事業勘定 6,901 6,653 248 248 174 74

後期高齢者医療 82,844 82,321 523 523 592 △ 69
合計 1,998,245 1,946,240 52,005 52,005 69,293 △ 17,288
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 令和５年度 決算報告南山城村

歳 入

（単位：千円）

その他依存財源
166,419

その他自主財源
119,095

地方交付税
1,539,707

村　税
292,252

国・府支出金
338,640

地方債
263,409

諸収入
79,710

2,799,232
歳 出

（単位：千円）

議会費
49,029

総務費
739,656

民生費
551,351

衛生費
296,668農林水産業費

122,986

商工費
47,536

2,751,402
土木費
279,711

教育費
162,756

災害復旧費
30,847 公債費

339,028

消防費
131,834

⃝一般会計（歳入）
　歳入総額は、27億9,923万円と前年度に比べ1,804万円（0.6%）の増加となりました。
　村税は２億9,225万円となり前年度に比べ139万円（0.5%）の減少となっています。主な内訳は、村民税１億
758万円、固定資産税１億6,916万円となっています。
　歳入総額の約55%を占める地方交付税につきましては、15億3,971万円と前年度に比べ5,407万円（3.6%）増
加しています。また、国・府支出金につきましては、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金などの減等により、
9,282万円の減少となっています。また、地方債では２億6,341万円の借入を行い、対前年度比では、8,030万円
の増額となっています。
⃝一般会計（歳出）
　歳出総額は、27億5,140万円と前年度に比べ3,580万円（1.3%）の増加となりました。
　主な要因は、防災行政無線操作卓
の更新や電力・ガス・食料品等価格
高騰重点支援給付金支給事業による
給付額の増加などによるものです。
　また災害復旧費につきましては、
農林水産施設の災害等により、前年
度比151.1%増の3,085万円となり
ました。
　歳入歳出差引額では、4,783万円
の収支となりましたが、翌年度へ繰
り越すべき財源として2,211万円を
含んでおりますので実質の収支額は、
2,572万円となりました。

令和６年度予算の執行状況
　一�般会計　令和６年度一般会計予算は、当初予算と第１回の補正予算を合わせた８月31日現在の総額は、28億
9,665万円となっています。

　　�　このうち、村税など８月31日までに入ったお金は９億9,665万円で、予算に対する収納率は34.4％でした。
また、各種事業実施のため村から支出されたお金は、７億437万円で予算に対する執行率は24.3％となってい
ます。

　地�方債現在高の状況　長期に借り入れた資金の９月末現在高は、一般会計では24億1,109万円となります。特
別会計を合わせた南山城村全体の借入残高では、32億680万円となります。令和５年９月末と比較した場合、
一般会計の地方債現在高は7,733万円減少し、簡易水道事業特別会計の企業債現在高は、7,824万円減少して
います。

　特�別会計　国民健康保険特別会計など４特別会計の予算総額は、12億2,563万円となっています。このうち、収
入済額は、４億2,242万円（収納率34.5％）、支出済額は３億2,808万円（執行率26.8％）となっています。

⃝特別会計� （単位：千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支

差引額
翌年度へ

繰り越すべき
財源

実質
収支額

前年度
実質
収支額

単年度
収支額

国民健康保険 411,702 367,813 43,889 0 43,889 45,619 △ 1,730

簡易水道事業 246,260 215,304 30,956 3,388 27,568 939 26,629

後期高齢者医療 72,925 70,813 2,112 0 2,112 2,289 △ 177

介護保険 507,526 473,669 33,857 0 33,857 45,573 △ 11,716

（保険事業勘定） 499,160 469,541 29,619 0 29,619 42,886 △ 13,267

（サービス事業勘定） 8,366 4,128 4,238 0 4,238 2,687 1,551

合計 1,238,413 1,127,599 110,814 3,388 107,426 94,420 13,006
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まち・むら
topics

　第29回京都府消防操法大会が8月25日（日）、府立丹波自然運動公園補助競技場にておこなわれました。
　笠置町・和束町・南山城村消防団は、小型ポンプ操法の部で出場しました。
　炎天下の中での大会となりましたが、各町村の代表チームがそれぞれ訓練の成果を発揮されました。
　今回の操法を通じて得た消火技術を糧に、今後も消防団一丸となって、地域防災力の強化に努めてまいります。

第29回京都府消防操法大会がおこなわれました３町村

笠置町消防団　20位　／　和束町消防団　11位　／　南山城村消防団　３位

第29回京都府消防操法大会結果

第25回大会以来となる優勝を目指し大会に挑みましたが、惜しくも３位でした。
村大会を勝ち抜き、南山城村代表チームとなった第１分団第１部・第５部のみなさんは、府大会までの期間、本団役員の指
導で培った訓練の成果が発揮された素晴らしい操法となりました。

南
山
城
村
消
防
団

限られた放水での練習の中、一致団結し練習に取り組みました。その結果、和束町代表チームらしい力強い消火技術を披露
し、日々の練習の成果を発揮した操法大会となりました。

和
束
町
消
防
団

自動車部員の４名が町の代表として選ばれ、６月初めから大会に向けて練習に励んでおり、経験豊富な消防団員の熱血指導
もあり、短期間の練習ながらすぐに上達していきました。大会当日は、山本町長と西議長より激励の言葉が掛けられ、きび
きびとした動きや気迫のある掛け声で、消火技術を披露していただきました。

笠
置
町
消
防
団
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生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
0
7
7
4
・
72
・
9
9
5
5
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

約
20
年
ぶ
り
と
な
る
新
紙
幣
の
発
行
が
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴

い
、「
新
紙
幣
発
行
に
便
乗
し
た
詐
欺
行
為
」の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、今

日
増
加
し
て
い
る
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

新
紙
幣
発
行
に
よ
る
詐
欺

〇�

金
融
機
関
の
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
旧
紙
幣
が
使
え
な
く

な
る
か
ら
と
言
わ
れ
、交
換
を
求
め
ら
れ
る
。

注
意
●
新
紙
幣
発
行
後
も
、現
在
の
紙
幣
は
使
え
ま
す
。

　
　
●�

金
融
機
関
や
行
政
機
関
が
新
紙
幣
に
つ
い
て
交
換
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

架
空
請
求
詐
欺

〇�

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求（
架
空
請
求
）に
つ
い
て
、い
ろ
ん
な
手
口
が
横
行
し

て
い
ま
す
。

　

�

突
然
の
通
知
メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
た
電
話
番
号
に
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

〈
例
〉・
電
話
し
て
し
ま
う
と
支
払
要
求
を
さ
れ
る
。

　
　

�

・�

承
諾
す
る
と
支
払
指
示
を
さ
れ
る（
プ
リ
ペ
イ
カ
ー
ド
の
番
号
を
教
え
た
り
、

コ
ン
ビ
ニ
端
末
か
ら
出
て
く
る
支
払
用
紙
で
支
払
う
）。

　
　
・
一
度
支
払
う
と
更
な
る
支
払
要
求
を
受
け
る（
被
害
高
額
化
）。

還
付
金
詐
欺（
A
T
M
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
）

〇�

木
津
川
市
や
精
華
町
で
介
護
保
険
料
の
還
付
金
詐
欺
の
電
話
が
発
生
し
ま
し
た
。

対
策�

●
固
定
電
話
対
策
を
と
る（
防
犯
機
能
付
き
電
話
を
導
入
し
た
り
、留
守
番
電

話
機
能
を
常
時
使
用
す
る
の
も
効
果
的
）。●
N
T
T
に
よ
る
無
料
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る（
70
歳
以
上
の
N
T
T
契
約
者
、又
は
70
歳
以
上
の
方
と
同
居
し

て
い
る
N
T
T
契
約
者
の
回
線
限
定
、内
容
：
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、ナ

ン
バ
ー
リ
ク
エ
ス
ト〈
非
通
知
を
拒
否
〉の
無
料
サ
ー
ビ
ス
）。●
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
１
日
利
用
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
。

　
　

��　

不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

10
00
0

10
00
0

日
本
銀
行
券

壱
万
円

日
本
銀
行
日
本

銀
行

10
00
0

10
00
0

日
本
銀
行
券

壱
万
円

日
本
銀
行
日
本

銀
行

10
00
0

10
00
0

日本
銀行
券

壱万
円

日本
銀行

日本銀行

新
紙
幣
発
行
に
よ
る
詐
欺
や
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

自動販売機の設置で、安全・安心まちづくり

　自動販売機には、「みまもり自動販売機」等と称した防犯カメラ付きのもの
や、交通安全メッセージをラッピングしたもののほか、売上金の一部が犯罪
被害者支援団体への寄付になるもの等があります。
　安全で安心なまちづくりのため、このような自動販売機の設置を前向きに
ご検討いただける方は、木津警察署まで気軽にご相談願います。
問�京都府木津警察署　☎0774・72・0110

水防功労者として岡田 周一さん
が表彰されました（和束町）

　９月２日（月）、元和束町消防団団長の岡田周一
さんが、水防功労者として全国水防管理団体連合
会から表彰されました。
　この賞は長年にわたり水防活動に大きな功績を
あげられた人に贈られます。岡田さんは消防団員
および団長として、台風などの災害時に河川の氾
濫を防ぐために水防活動をおこない、町民のみな
さんの生命を守るため、活動に尽力されました。

南区自主防災組織事業に
係る研修会（和束町）

　８月18日（日）、南区公民館で南区自主防災組織事業
に係る研修会がおこなわれました。南区の自主防災事業
としての研修会で、南区住民26名が参加しました。和束
町からは、馬場町長、防災担当課長、担当職員の３名が
講師として出席し、家庭でできる防災対策の説明をおこ
ない、住民から多くの質疑応答がありました。
　防災としての知識を深め、南区の防災対策を強化する
有意義な研修会となりました。

左：馬場町長　右：岡田さん
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和束町史編さんだより
 第28回 法然上人霊場の地域巡礼

　湯船の西願寺と応源寺、撰原の長福寺は、浄土宗の開祖である法然にゆかりのある25か所の霊場寺院を
巡礼する「南山城元祖廻

まわ

り」の寺院です。門前に「円光大師廿五拝」と刻まれた石碑が建っています。円光大
師は、法然の大師号です。「25」は、阿弥陀如来に付き従っている菩薩の数によると言われています。
　本来の25か所霊場は、岡山県久米郡久

く

米
め

南
なん

町
ちょう

の誕生寺、長岡京市の光明寺、京都市の知恩院などを巡礼
するもので、江戸時代中ごろに始まりました。しかし、これには日
数も費用もかかることから、短期間でまわることができる地域巡礼
が作られました。「南山城元祖廻り」もその一つで、天保13年（1842
年）秋の彼岸に、西願寺と現在の木津川市山城町椿井にある阿弥陀
寺とが発起人となって、始められました。この巡礼は、木津、瓶原、
和束、郷之口、井手、綺田、椿井、上狛の浄土系寺院を廻るもので、
１番が木津川市市坂の安養寺で、９番が長福寺、10番が応源寺、11
番が西願寺と町内３か寺を巡り、宇治田原町郷之口に抜けます。
　巡礼する人たちのために、霊場寺院の紹介と次の寺までの距離を
記載した『南山城元祖廻り案内記』が刊行されました。案内記が必要
となるほど、巡礼する人が多かったものと思われます。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

西願寺の地域巡礼碑

教
育

Educatio n

相楽青少年補導委員会より
感謝状が贈呈されました

　８月14日（水）、笠置町や相楽地区の青少年補
導委員会の委員を務めている丸山 敏夫さんに、
木津警察署長および相楽青少年補導委員会会長か
ら、長年活動に貢献した方に送られる感謝状が贈
呈されました。丸山さんは平成20年から委員に
就任され、町の夜間パトロール、少年の主張大会
などの取り組みを通じて地域の青少年を見守る活
動を長年続けていただいております。

コツを聴きつつ、完成目指す

クギ打ち１本まで真剣・
慎重に

３町村合同京のまなび教室
『夏休み工作教室～小学生からのＤＩＹデビュー～』
　夏休み終盤の８月21日（水）、笠置町産業振興会館を
会場に、３町村から参加した児童が木製リモコンラック
制作を熱心に取り組みました。子どもたちは、杉の木の
ぬくもりを感じながら組み立てていました。またバーニ
ングペン（電熱ペン）で作品に思い思いの装飾を施し、自
分らしい作品を完成させていました。昨年に引き続き、
指導いただいた「和束の森探検隊」のみなさんも、子ども
たちが熱心に組み立てる傍らで、温かく手を差し伸べ、
完成し喜ぶ子どもに目を細めておられました。
　生涯学習課では、３町村の子どもたちが積極的に交流
できるよう、今後もさまざまな事業を計画しています。
ぜひ、親子でご参加ください。

丸山 敏夫さん
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保健・福祉保健・福祉

11月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
11月  3日（日） 内科
    　  4日（月・祝） 内科・小児科
    　10日（日） 内科・小児科
    　17日（日） 内科
    　23日（土・祝） 内科
    　24日（日） 内科・小児科
※�10月分については広報れんけい９月号
をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

　
こ
ど
も
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
何
で
も
口
に
入

れ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
誤
飲
や
誤
嚥

の
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
誤
飲
」と
は
異
物
を
誤
っ
て
飲
み
込
む
こ

と
で
、
消
化
管
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

一
方
、「
誤
嚥
」は
異
物
や
食
物
が
誤
っ
て
気
道

の
中
に
入
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

と
く
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
誤
飲
・
誤
嚥
の
お

話
を
し
ま
す
。

•
ボ
タ
ン
電
池

　

ボ
タ
ン
電
池
が
食
道
に
停
滞
す
る
と
、
数
時

間
で
消
化
管
の
壁
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
リ
チ
ウ
ム
電
池
の
場
合
、
3
時
間
程
度
で

食
道
の
壁
を
穿
孔（
穴
を
開
け
る
）さ
せ
て
し

ま
い
、
大
変
危
険
で
す
。
時
に
は
食
道
と
隣
り

合
う
気
管
の
壁
ま
で
貫
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、
し
ば
ら
く
の
間
人
工
呼
吸
器
で
の
全
身
管

理
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

•
ネ
オ
ジ
ウ
ム
磁
石

　

強
力
で
小
さ
な
磁
石
、
玩
具
と
し
て
こ
ど
も

の
身
近
な
も
の
に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
複
数
個
を
誤
飲
し
た
場
合
に
、
消
化

管
を
挟
ん
で
固
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
時
間
が
経
過
す
る
と
、
消
化
管
穿
孔
や
腸

閉
塞
を
引
き
起
こ
し
、
開
腹
手
術
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

こ
ど
も
が
誤
飲
し
た
場
合
、
慌
て
ず
に
医
療

機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
飲
み
込
ん
だ
異
物

と
症
状
を
伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
誤
嚥

　

誤
嚥
は
1
歳
前
か
ら
3
～
4
歳
ま
で
に
多
く

見
ら
れ
、
特
に
豆
類
や
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
の
食
べ

物
や
小
さ
な
お
も
ち
ゃ
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

遊
び
な
が
ら
口
に
し
て
い
て
、
何
か
の
拍
子
に

気
管
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
き
さ
や
詰
ま
っ
た
位
置

に
よ
っ
て
、
症
状
や
程
度
が
異
な
り
ま
す
。
窒

息
し
て
救
命
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
大
変
危

険
で
す
。

　

窒
息
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

び
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
、
詰
ま
っ
た
も

の
を
吐
き
出
さ
せ
る
た
め
の
応
急
処
置
が
非
常

に
重
要
で
す
。
背
部
叩
打
法
や
腹
部
突
き
上
げ

法
な
ど
の
処
置
を
繰
り
返
し
お
こ
な
い
、
吐
き

出
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
、

対
処
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
Q
R
コ

ー
ド
参
照
）

　

ご
家
庭
で
以
下
の
点
に
注
意
す
る
だ
け
で
も
、

多
く
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•�

こ
ど
も
の
口
に
入
る
大
き
さ（
直
径
4
cm
）の

も
の
を
周
り
に
置
か
な
い

•�

こ
ど
も
の
手
が
届
か
な
い
場
所
に
置
く

•�「
な
が
ら
食
べ
」を
さ
せ
な
い（
歩
き
な
が
ら
、

遊
び
な
が
ら
、
話
し
な
が
ら
）

　

こ
ど
も
た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く

り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
け
う
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

竹
内
雄
毅

日本医師会
救急蘇生法

気道異物除去の
手順

こ
ど
も
の

誤
飲・誤ご

嚥え
ん

に
つ
い
て

そ
の
111

高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種（３町村）
対３町村にお住まいの次のいずれかに該当される方
　・接種日に65歳以上の方
　・�接種日に60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能に障害を有し、その障害の程度が身体障害の１級相当の方

期10月１日（火）～令和７年１月31日（金）　※竹澤内科小児科医院（南山城村）は10月12日以降おこないます。
費インフルエンザワクチン　1,500円
　新型コロナワクチン　　　2,000円
※申込方法や接種費用、接種場所等については、各町村の担当課にお問合せください。
問笠 置 町 保 健 福 祉 課　☎0743・95・2303 直
　和 束 町 福 祉 課　☎0774・78・3006 直
　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294 直
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「かかりつけ薬剤師・薬局」、「お薬手帳」を活用しましょう
　複数の薬を服用するときは、薬の重複や飲み合わせに気をつけないといけません。
 　「お薬手帳」に薬局でもらった薬を記録しておき、それを薬剤師や医師、歯科医師に見てもらうことで、その
ような薬の重複や相互作用が起こることを防ぐことができます。特に、スマートフォンを使う「電子版お薬手帳」
は、家族全員の薬を一つのスマートフォンで管理できるとともに、いつも身につけているものですので、災害時
等でもお薬の情報をもれなく医師等に伝えることができるなど便利です。
　また、いつも利用する薬局を「かかりつけ薬局」として一つに決めることで、医師か
ら処方された薬だけでなく、市販薬やサプリメントなどの情報も一元的・継続的に管
理してもらうことができ、「かかりつけ薬剤師」が相談に応じてくれるなど、薬による
治療がより効果的なものになるようお手伝いをしてもらえます。
　「かかりつけ薬剤師・薬局」、「お薬手帳」を上手に活用しましよう。
問京都府山城南保健所環境衛生課衛生係　☎0774・72・4302

薬物乱用の誘いのきっかけ
　薬物乱用に陥ってしまったきっかけとして、友達や先輩から誘われた時に仲間はずれを恐れて薬物に手を出し
てしまったという場合が多くあります。しかし、薬物を勧めてくるような人が本当にあなたのことを大切に思っ
てくれているのでしようか。あなたを薬物使用の共犯者にしたいだけかもしれません。どんな人から誘われても
薬物に手を出さないために、自分なりの断り方を事前に準備しておくことも重要です。
問京都府山城南保健所環境衛生課衛生係　☎0774・72・4302

９月号掲載について【お詫びと訂正】
　９月号11ページ掲載の「米寿のお祝い（３町村）」について、南山城村　甲田しずよさんと記載しており
ましたが、正しくは甲田しづよさんとなります。
　お詫びして訂正いたします。（南山城村）

第73回京都府社会福祉大会（笠置町・南山城村）

　9月10日（火）、第73回京都府社会福祉大会がおこなわれ、笠置町・南山城村の社会福祉事業関係者、ボラン
ティアで、その功績が認められた次のみなさんへ京都府知事および京都府社会福祉協議会会長より表彰状が授与
されました。永年のご尽力に深く感謝申し上げますとともに、心よりお喜び申し上げます。

笠置町
⃝京都府社会福祉協議会会長表彰
　�東　　達廣さま
　谷川　周平さま
　森井　義人さま

南山城村
⃝京都府社会福祉事業功労者知事表彰
　今村　真理さま
　（�南山城村社会福祉協議会訪問介護事業所サービス提供責任者）

⃝京都府ボランティア功労者知事表彰
　京・村人・お手玉フレンドさま

今村さん 京・お手玉・フレンドさん
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令和６年度南山城村集団健（検）診のおしらせ（南山城村）

日12月８日（日）　（午前・午後）南山城村保健福祉センター
　12月９日（月）　（午前）高尾公民館、（午後）やまなみホール
申・問 ※要申込
　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294
　※�11月８日（金）までに希望される健（検）診の種類と受診会場を保健福祉センターへお申込みください。
　　後日、必要な書類等を送付いたします。

検査
項目 特定健診 後期高齢者

健診
胃がん

（バリウム検査） 大腸がん 肺がん
（胸部X線）

肺がん
（喀痰細胞診）

前立腺がん
（PSA検査）

肝炎
ウイルス 骨密度

自己
負担額 0円 700円 300円 0円 500円 300円 200円 0円

対象と
なる方

40歳～74歳の
国保加入者※ 75歳以上 20歳以上 20歳以上 40歳以上 喫煙指数が

高い方
55歳以上の
男性 40歳以上 20歳以上

検査の
内容

身体計測、血圧測定・血液検
査・尿検査や心電図、眼底検
査、診察など

胃部X線
検査

便潜血検査
(2日法)

胸部X線
検査

痰検査
(３日間) 血液検査 血液検査 踵部分の

超音波検査

備考
（注意事項等）

※�国民健康保険以外の保険
の扶養に入られている方
は、保険者から発券される
受診券と保険証のコピー
を事前に保健福祉センター
に提出してください。

前日の午後10
時から検査終
了まで飲食不
可。水のみ検
査２時間前ま
で可。

必ず日にちを
変えて2日分
の便を採取し
てください。

喀痰細胞診は、当日の問診の
結果、必要と判断された方に
案内します。

既に管理中ま
たは治療中の
方は対象外で
す。

今までこの検
査を受けたこ
とのない方が
対象です。

全日程でおこ
ないます。

子どものインフルエンザ予防接種の一部助成について（南山城村）

　子どものインフルエンザ予防接種費用について一部助成をおこないます。
対南山城村に住民登録しており、生後６か月～中学校卒業までのお子さん
助成の金額　�上限1,500円/回
　　　　　　※接種対象期間中２回まで接種にかかる費用の一部を助成します。
期10月１日（火）～令和７年１月31日（金）まで
　※最終接種後、２か月以内に申請をお願いします。
申�予防接種終了後、南山城村小児インフルエンザ予防接種費用助成金交付申請書兼請求書に必要事項を記入のう
え、南山城村保健福祉センターまたは南山城村保健医療課にご提出ください。
　※最終接種後、２か月以内に申請をお願いします。
申請に必要なもの
　振込口座がわかるもの（通帳等）、領収証の原本（接種した回数分）
問ご不明な点がありましたら、南山城村保健福祉センターまでご連絡ください。　☎0743・93・0294

詳しくは南山城村HPを
ご覧ください。

南山城村献血推進協議会 視察研修会のご案内（南山城村）

　献血推進協議会では、献血に対する知識や見識を深め、今後の南山城村における献血を積極的に推進するため
の視察研修会をおこないます。興味のある方は是非ご参加ください。
日�12月４日（水）午前８時45分～午後５時
行程 �午前／近畿ブロック血液センター ➡ <昼食>がんこ 池田石橋苑 ➡ 午後／パナソニックミュージアム松下
幸之助歴史館（見学）

対�南山城村在住者
費�一人2,000円（昼食代）
定�先着10人（定員に達し次第締切）
期�11月15日（金）まで
他�やまなみホールの駐車場から、マイクロバスに乗って行きます。　
申・問南山城村役場税住民福祉課　☎0743・93・0103直
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

犯罪被害者等支援の連携協力に関する協定締結式（笠置町）

　８月20日（火）、笠置町役場にて公益社団法人京都犯罪被害者支援センターとの「犯罪被害者等支援の連携協
力に関する協定締結式」をおこないました。
　この協定は、犯罪被害者等の権益を保護するため、笠置町と公益社団法人京都犯罪被害者支援センターが犯
罪被害者等の支援に関して、相互に連携を図りながら協力することを目的に締結されました。
　協定締結を契機に、犯罪被害に遭われた人や、そのご家族が再び平穏な生活を営む助けとなるよう、日々の
安心・安全な地域づくりに努めてまいります。

地域活性化起業人 紹介（笠置町）

左から池田さん、柴田さん、山本町長、米丸さん、中馬さん

協定書への署名・押印 左：山本町長　右：山下理事長

柴田さん
　こんにちは。柴田明とい
います。普段は京都市で文
章を書いたりwebサイトを
つくったりしています。
　10年後、20年後に笠置
の暮らしがどんな風になっ
ているのかを想像しながら、
みなさんとまちのことを考
えていけたらと思います。
　色々とお話を聞かせてい
ただけたら嬉しいです。笠
置町の変わらない魅力と変
わっていく様子、まちの内
外に伝えられるよう活動し
てまいります。よろしくお
願いします。

池田さん
　笠置町のみなさん、はじ
めまして。東京都在住、埼
玉県在勤の池田健太郎で
す。山本町長をはじめ笠置
町のみなさん、観光振興プ
ロデューサーの皆さまと対
話を重ねながら、笠置の歴
史・文化・資源について学
び、国内外の人々に伝えて
いく取り組みのお手伝いを
して参ります。
　どうぞよろしくお願いい
たします。

米丸さん
　地域活性化起業人（副業
型）に任命いただきました
米丸隼太（よねまるしゅん
た）と申します。約３年前に
１年間笠置町に住みながら
勤務しておりました。当時
多くの方々に支えていただ
き楽しく活動することがで
きました。心から感謝申し
上げます。今回は、恩返し
をするつもりで戻って参り
ましたので皆様のお役に立
てるよう精一杯尽力して参
ります。お力添えの程よろ
しくお願いいたします。

中馬さん
　みなさん、はじめまして。
　関西を中心に若者と共
に地域を活性化させるプロ
ジェクトを企画しておりま
す、中馬と申します。笠置
町には10年前に初めて来
させてもらい、その時から
この地域の魅力、可能性を
感じておりました。この度、
観光振興プロデューサーに
任命していただいたからに
は、この笠置の魅力、可能
性をしっかりとカタチにし
ていけるよう頑張ります。
　どうぞよろしくお願いい
たします。
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暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

 『�

い
い
夫
婦
の
日
記
念
ハ
ッ
ピ
ー

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
』

日
11
月
17
日（
日
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
３
時

所
南
山
城
村
文
化
会
館
ホ
ー
ル

内
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
ピ
ア
ニ
ス
ト　
本
村　
陽
子
さ
ん

　
　
ソ
プ
ラ
ノ　
田
村　
美
保
子
さ
ん

期
10
月
28
日（
月
）～
11
月
8
日（
金
）

定
20
組（
先
着
順
）　

費
無
料

対
夫
婦
、カ
ッ
プ
ル　
※
高
校
生
不
可   

申�

・
問�

　
※
土
日
を
除
く

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

主
催
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

※�

送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

講
座

女
性
学
管
外
研
修

 『�

日
本
の
神
の
国

リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
淡
路
旅
』

日
11
月
29
日（
金
）

　
　
午
前
8
時
30
分  

出
発　

乗
降
場
所�

　

�

加
茂
駅
西
口（
ロ
ー
ソ
ン
側
）集
合
。

出
発
５
分
前
に
は
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。

 　
※�

帰
着
予
定
は
午
後
６
時
前
後
。

た
だ
し
交
通
事
情
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
あ
り
ま
す
。

内
①
パ
ル
シ
ェ
の
香
り
の
館

　
　
（
石
鹸
作
り
体
験
）

　
②
海
鮮
料
理 

き
と
ら（
昼
食
）

　
③
伊
弉
諾
神
宮（
参
拝
）

　
④
淡
路
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

期
10
月
21
日（
月
）～
25
日（
金
）

定
25
名（
先
着
順
）

　
※�

参
加
者
に
は
後
日
、
案
内
を
発
送

し
ま
す
。　

費
5
︐5
0
0
円（
食
事
代
+
観
光
費
等
）

対
３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上　
　
　
　

　
※
但
し
高
校
生
不
可   

申�

・
問�

　
※
土
日
を
除
く

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

  

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78・
4
3
3
5

　
※�

お
１
人
に
つ
き
、
１
件
に
限
る
。

 　
※�

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
10
月
7
日（
月
）・
21
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●�

笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
10
月
9
日（
水
）・
23
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

以
上
の
人

問
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

�　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日
10
月
10
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

京
都
府
委
託
事
業

 『�

職
場
で
の
聴
覚
障
害
者
の
合
理
的
配
慮
を
学
ぶ
』

　
聞
こ
え
に
く
い
、聞
こ
え
な
い
当
事
者

の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、職
場
で
の
聴
覚
障
害
者
の
合
理
的

配
慮
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日（
土
）　
午
後
2
時
～
4
時

実
施
方
法�

　

�

オ
ン
ラ
イ
ン（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）。
申
込

み
締
切
り
後
に
、
参
加
用
U
R
L
を

送
付
し
ま
す
。

内�

①�

ミ
ニ
講
演「
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
」

　
②�

企
業
実
践
報
告（
登
壇
：
京
セ
ラ

株
式
会
社
）

　
③�

当
事
者・企
業
に
よ
る
座
談
会「
互

い
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
」

対�

聞
こ
え
に
く
い
、聞
こ
え
な
い
当
事
者

（
社
会
人
・
大
学
生
な
ど
）、当
事
者

家
族
、関
係
者
、企
業
な
ど（
関
心
の

あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

定�

先
着
1
0
0
名

費
無
料

期
10
月
18
日（
金
）ま
で

申�

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み

い
た
だ
く
か
、ま
た
は 

①
名
前 

②
所

属（
企
業
名・団
体
名
等
） 

③
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
ご
記
載
の
上
、メ
ー
ル・

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問�
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　

�kikoe-shien@kyoto-chogen.or.jp申込みフォーム
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和
束
町
史
編
さ
ん
室

 『
第
19
回
古
文
書
講
座
』	

日�
10
月
26
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

内�

詫
び
状
に
み
る
人
生

　

�　
あ
る
村
の
男
性
が
村
に
提
出
し
た

詫
び
状
か
ら
、彼
の
人
生
を
ふ
り
か

え
り
ま
す
。合
わ
せ
て
、江
戸
時
代
の

村
と
個
人
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

講�

和
束
町
史
編
さ
ん
室　
専
門
員

　
　
田
中　
淳
一
郎

定�

15
人

費�

無
料

申�

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
☎
０
７
７
４
・
74・
８
９
５
２

　
つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
へ

　
　
☎
０
７
７
４
・
78・
４
３
３
５

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
10
月
19
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対�

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
の

受
講
も
可
。

期�

受
講
申
し
込
み
は
5
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶・菓
子
代
等
）5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
10
月
5
日（
土
）

　
　

�
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

立
川
志
ら
く
さ
ん
講
演
会
＆
落
語
会

「
人
生
の
選
択
」

　
幼
少
期
か
ら
落
語
家
に
な
る
ま
で
や
、

日
大
芸
術
学
部
に
入
り
映
画
監
督
を
目

催
し

指
し
た
が
、
嫌
い
だ
っ
た
立
川
談
志
に

弟
子
入
り
す
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
、「
人

生
の
選
択
」を
面
白
お
か
し
く
語
り
ま

す
。
講
演
後
は
落
語
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
12
月
1
日（
日
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
京
都
テ
ル
サ　
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

定�

４
０
０
人（
定
員
を
超
え
る
申
込
の

場
合
は
抽
選
）

費
無
料

申�

10
月
10
日（
木
）～
11
月
4
日（
月
）ま

で
に
、
厚
生
会
の
H
P
（
二
次
元
コ

ー
ド
） 

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問（
一
財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
4

　
HP�https://www.kyoto-koseikai.

or.jp/2024/05/post-122.htm
l

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日
10
月
20
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

所�
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内�

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
な
ど（
人
工

呼
吸
は
説
明
の
み
）

対�

木
津
川
市
、笠
置
町
、和
束
町
お
よ 申込みフォーム

募
集

び
南
山
城
村
に
在
住
、在
学
ま
た
は

勤
務
者（
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま

す
。）

定�

30
名（
先
着
順
）

費�

無
料

期
10
月
7
日（
月
）〜
15
日（
火
）ま
で

　
　

�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

問�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
警
防
課
救
急
係

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

日
10
月
16
日（
水
）

　
　

�

午
後
1
時
～
4
時（
相
談
時
間
は

30
分
）

所
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

主
催
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
10
月
15
日（
火
）

午
後
4
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
10
月
15
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
産
業
振
興
会
館　
1
階
研
修
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

相
談
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笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
10
月
1
日（
火
）・
22
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
10
月
25
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
10
月
21
日（
月
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

役
場
会
議
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
10
月
21
日（
月
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
10
月
18
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
10
月
16
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

実
施
日

場
　
所

10
月
15
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

10
月
23
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

10
月
25
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場
　
所

10
月
16
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
18
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

10
月
25
日（
金
）
高
尾
公
民
館

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
10
月
18
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

巡
回
相
談
会

日
11
月
8
日（
金
）

　
　
①
午
前
11
時
～　
②
正
午
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～　

所�

南
山
城
や
ま
な
み
ホ
ー
ル　
研
修
室

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��
木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』

『
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』な

ど
、
が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府

山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
11
月
5
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

費�

無
料

予�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　

0
1
2
0・0
7
8・3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
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を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
10
月
18
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

巡
回
相
談
会

日
11
月
8
日（
金
）

　
　
①
午
前
11
時
～　
②
正
午
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～　

所�

南
山
城
や
ま
な
み
ホ
ー
ル　
研
修
室

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』

『
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』な

ど
、
が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府

山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
11
月
5
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

費�

無
料

予�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　

0
1
2
0・0
7
8・3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　

親
子
で
集
ま
り
、子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、集
団
の
中
で
思
い
切

り
遊
べ
る
場
で
す
。保
育
園
に
入
園
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、子
育
て
の
仲
間
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、一緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

親
子
ひ
ろ
ば「
ト
コ
ト
コ
」（
第
2
回
）

　
こ
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の
不
安
や

心
配
ご
と
を
共
有
し
、
遊
び
の
場
を
通

し
て
交
流
し
、
情
報
交
換
を
お
こ
な
い

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「
心（
自
我
）

の
育
ち
」と
し
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
流
会
形
式
で
お

こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
ろ
ば
終
了
後
、

希
望
者
の
み
個
別
相
談
に
相
楽
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
心
理
士
や
保

健
師
が
対
応
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
10
月
22
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

対��

1・２
歳
児
の
こ
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定��

５
組（
要
予
約
）

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

所�

相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ

ま
わ
り
』
相
談
室

問�

相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
34
・
0
1
0
4

※�

今
後
も
引
き
続
き
セ
ン
タ
ー
で
は
親

子
ひ
ろ
ば
を
お
こ
な
う
予
定
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
日
時
に
つ
い
て
は

木
津
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日�

・
所��

※�
10
月
は
次
の
通
り
で
す
。

　
1
日（
火
）、
22
日（
火
）、

　
29
日（
火
）は
ク
ッ
キ
ン
グ

�　
※
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
い
ず
れ
も
、
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
予
約
不
要
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
方
。

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

子
育
て
講
演
会
の
お
知
ら
せ

内��「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
。お
も
ち
ゃ
の
紹
介
」

日��

10
月
26
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
12
時

所��

南
山
城
保
育
園（
２
階
遊
戯
室
）

講��

岩
城　
敏
之
氏

対��

３
町
村
在
住
の
方

申��

予
約
不
要

問��

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

当
院
の
駐
車
場
を
ご
利
用
の

み
な
さ
ん
へ（
お
願
い
）

　

院
内
駐
車
場
は
、平
日
の
正
午
ま
で

は
、妊
婦
、身
体
障
害
者
、高
齢
者
等
の

方
の
ご
利
用
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。特
に
院
内
駐
車
場
は
、平
日

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

の
午
前
中
大
変
混
雑
し
て
お
り
、長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
駐
車
で
き
る
第
2

駐
車
場
、第
3
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、第
２
駐
車
場
か
ら
病
院
正
面

玄
関
ま
で
、約
10
分
毎
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行（
午
前
9
時
～
午
後
3
時
）し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

京
都
府
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

　

京
都
府
最
低
賃
金
は
、
令
和
６
年
10

月
１
日
か
ら
、
時
間
額
１
０
５
８
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た（
50
円
引
き
上
げ
）。

問
京
都
労
働
局
賃
金
室

　
　
☎
０
７
５
・
２
４
１
・
３
２
１
５

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
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催 し
「楠公さん」ゆかりの地を巡るデジタルスタンプラリー

　「楠公さん」の愛称で知られる南北朝時代の武将・楠木正成公と正行公をテーマにNHK
大河ドラマ化実現を目指す誘致協議会は、27市町村のゆかりの地を巡るデジタルスタンプ
ラリーを開きます。
日10月１日（火）～令和７年１月31日（金）
スタンプスポット �笠置駅前モニュメント、笠置町産業振興会館内モニュメントほか全46か所
参加方法 ��専用アプリ「Spot Tour」をダウンロードし、期間中に公開されるコースに参加（参加費無料・通信料等

は自己負担）
特典 �取得したスタンプ数に応じて、参加賞（先着順・数量限定）のほか、アンケートに答えて各市町村の特産品等
が当たる抽選に応募することができます。

　　�①参加賞（１スタンプ以上）＝オリジナルクリアファイル、②自治体賞（５スタンプ以上）＝２千円相当の商品、
③コンプリート賞（全スタンプ）＝１万円相当の商品

　　※参加賞は笠置町産業振興会館窓口で配付します。（先着順、無くなり次第終了。）
　　※イベントの内容は右記のＱＲからご確認ください。
問笠置町役場 商工観光課　☎0743・95・2327直 詳しくはwebへ

催 し
大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部2024年度WEB版公開講座

「世界の中の日本」の開催
動画公開期間 �10月１日（火）～11月30日（土）　※YouTube限定公開
視聴申込方法 �次のいずれかの方法で、申込みフォームに必要事項を記入の上、送信してください。
①インターネットで「OIU 地域協働センター」と検索し、専用フォームから申込み。
②メール本文に自身のメールアドレス、件名に「広報れんけい10月号公開講座視聴希望」と入力し送信。
　  collabo+kouza@oiu.jp
注意 �①参加費は無料。但し、通信費は自己負担。
　　②視聴にはインターネット環境が必要ですが、環境設定に関する質問については対応できません。
申込締切 ��11月22日（金）

申��大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部　地域協働センター　☎06・6902・0617
※大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部は、南山城村と包括連携協定を締結しています。

小規模企業の経営者の方へ
小規模企業共済制度のご案内

　国がつくった、安心でお得な制度です。商工会、金融機関などで加入手続きできます。
特徴 �２つのおトク
　　①掛金は全額所得控除で、今日からおトク。(月々の掛金は1,000円～70,000円で自由に設定可能) 
　　②経営者の退職金として受け取れ、未来もおトク。
　　　(共済金の受取り時にも税制メリットがあります) 
　　　詳しくは、「小規模共済」で検索。
問独立行政法人中小企業基盤整備機構
　　☎050・5541・7171（共済相談室） 詳しくはwebへ

その他

162024.10︱vOL.223 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Information おしらせ 
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催 し
ＪＲ関西本線沿線ウォーキング

「～加茂ぶらりまち歩き～　明治の鉄道、まぼろしの大仏鉄道遺構めぐり」
　関西本線木津亀山間活性化同盟会では、JR関西本線利用促進のためのウォークイベントをおこないます。今年
度は、JR加茂駅を起点に、明治31年関西鉄道により、加茂駅から奈良へ大仏参詣のために敷かれた大仏鉄道遺構
を歩きます。
日11月17日（日）※雨天決行（当日７時、木津川市に気象警報が発表されている場合は中止）
　受付開始：午前９時20分、集合：午前９時45分、解散：午後12時15分　※昼食休憩なし
行程 �JR加茂駅（加茂駅東公園） ➡ SL動輪 ➡ ランプ小屋 ➡ SL展示 ➡ 観音寺橋台 ➡ 観音寺小橋台 ➡�
鹿背山橋台 ➡ 梶ヶ谷隧道 ➡ 赤橋 ➡ 城山台公園（大仏鉄道公園） ➡ JR木津駅　※距離約６km

定80名（先着順）
費無料
期10月１日（火）午前９時〜11月７日（木）午後５時
申①申込みフォームまたは
　②木津川市学研企画課　☎0774・75・1201　へ電話でお申し込みください。
　　（土・日・祝日を除く、午前９時～午後５時）
他小学生以下の方は、保護者同伴でお願いします。飲み物をご持参ください。
主催 �関西本線木津亀山間活性化同盟会（会員団体：木津川市・笠置町・南山城村・伊賀市・亀山市・甲賀市）

申込みフォーム

催 し
茶源郷まつりがおこなわれます（和束町）

　11月23日（土・祝）、和束運動公園にて、茶源郷まつりがおこなわれます。当日は、
和束茶をはじめとした屋台や出店ブース、フォトスケッチコンテストの作品の展
示などを楽しめます。また、フィナーレには花火の打上げを予定しています。
　ぜひ、みなさんでお越しください。
日11月23日（土・祝）
　　午前10時30分～午後５時30分（フィナーレの花火は午後５：30～）（予定）
所和束運動公園　※内容については、決まり次第お知らせします。

催 し
宇治茶・山城ごちそうフェスタ

　宇治茶をはじめ、京都・山城地域の「食」が一堂に会するグルメイベントです。
日11月10日（日）午前９時30分～午後３時
所城陽五里五里の丘（京都府立木津川運動公園）
　（〒610－0111　京都府城陽市富野北角14－８、JR奈良線「長池駅」北口から徒歩約10分）
内��宇治茶や京野菜など美味しい地元食材を使った料理やスイーツの販売、JAブースでの新鮮な京野菜の販売、
宇治茶体験など100ブースが大集合します。 

他 �入場無料・飲食物有料、雨天決行・荒天中止、近鉄
京都線「寺田駅」からシャトルバス運行予定、公共交
通機関でのご来場をお願いします。

問「宇治茶・山城ごちそうフェスタ」実行委員会事務局
　（京都府山城広域振興局　企画・連携振興課）
　　☎0774・21・2049
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ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302直
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008直
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106直

プラスチック容器包装の出し方
出せるもの（一例）：�菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・シャンプーやリ

ンスの容器、ペットボトルのキャップやラベル
出す時の注意
◎�食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状の汚れは水で洗い流すか新聞

紙等で拭き取ってください。
◎�レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。
◎�プラスチック製容器包装ごみは、 

このマークが付いているものが対象です。

　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみは
リサイクルされ、他のプラスチック製品の素材として生まれ変わっています。
　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中には食品の食べ残し、汚れの付
着、紙・金属類・ペットボトル等の混入が目立っています。この状態ではリ
サイクルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを出される際は、容器の汚れを落とす、他の
ごみを入れない等、分別を守ってください。

プラスチック容器包装収集日
　笠 置 町　毎週　　　土曜日（第１土曜日を除く）
　和 束 町　毎週　水・土曜日（第４水曜日を除く）
　南山城村　毎週　　　木曜日

分別作業

プラスチック容器包装ごみに
混ざっていた紙類･ペットボトル類

催 し募 集
令和６年度自衛官募集

１ 採用種目および試験期日等
種　目 受付期間 試験期日 資　格

高等工科
学校
生徒

推薦 10月１日（火）～ 11月29日（金）
令和７年
１月11日（土）～ 13日（月・祝）
いずれか１日を指定されます。

男子で中卒（見込含）17歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を修め、学校長が推薦できる者

一般 10月１日（火）～令和７年１月16日（木） 1次  令和７年１月25日（土）
2次  令和７年２月15日（土） 男子で中卒（見込含）17歳未満の者

一般曹候補生
（３回目） 10月１日（火）～ 11月28日（木） 1次  12月７日（土）

2次  令和７年１月10日（金）
18歳以上33歳未満の者
（�32歳の者は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない者）

自衛官
候補生

男子
年間を通じておこなっております。 受付時にお知らせします。

18歳以上33歳未満の者
（�32歳の者は、採用予定日の末日現
在、33歳に達していない者）女子

詳しくは、下記に確認してください。

２ 受付および問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38	 ☎075・803・0821
　　  recruit1-kyoto＠pco.mod.go.jp
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５ S.C OKUBO202号室	 ☎0774・44・7139
　　  kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp
　⑶笠置町総務財政課　☎0743・95・2301 直
　　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001 直
　　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102 直
　⑷その他　�自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっています。 詳しくはwebへ

182024.10︱vOL.223 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Separate trash ゴミの出し方 

Information おしらせ 

日…日時　 　 曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師  対…参加対象  定…定員　  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  　問…問合せ  予…予約  直…直通



ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

ゆるふる部活動「SUP（スタンドアップパドルボード）・ラフティング体験」
　夏休みも終盤の８月23日（金）、青空のもと、高山ダム湖には大小の船が浮かび、連合管内の元気な子どもたち
の声がダム湖を囲む山々にこだましていました。これは、昨年度から始まった「ゆるふる部活動」の一環としての体
験事業で、ＳＵＰとラフティングに分かれた夏休みの貴重な体験となりました。陸から離れた時の一瞬の不安そう
な表情は、またたく間に笑顔に変わり、大きな水しぶきをたてながらどんどん岸から離れていく姿が、何だか頼も
しくさえ感じられました。
　相楽東部広域連合教育委員会では、少子化が進む中でのこれからの中学校部活動の検討を進めるとともに、３町
村の魅力を活かした子どもたちの体験活動をますます充実させていく予定です。

SUP体験

ラフティング体験
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３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年９月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,090人　
世帯数    573世帯

（減3）
（減2）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,404人　
世帯数 1,650世帯

（減13）
（減9）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,400人　
世帯数 1,205世帯

（減13）
（減7）

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

笠置町図書室  ☎0743・95・2726 ／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013 ／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

「赫夜（かぐよ）」� 澤田 瞳子 ／ 著

　富士山、噴火。それでも人は生き続けね
ばならぬのだ。
　真っ赤に染め上げられた富士ノ御山―
厄災は、人を選ばず降りかかる。平安時代、
富士山延暦噴火。大災害に遭った人々の苦
悩と奮闘の日々を描く、歴史パニック長編
小説。

「�35年目のラブレター」� 小倉 孝保 ／ 著

「ようこそ、ヒュナム洞書店」
� ファン・ボルム ／ 著

「子どもを野に放て」� 養老 孟司 ／ 著

一般書

児童書

「もぐらけんせつ」� 長崎 慎吾 ／ 著

「恐竜のあたまの中をのぞいたら」
� 大島 栄太郎 ／ 著

「おばけ手帖」� 田辺 青蛙 ／ 絵

南
山
城
村

一般書

笠置町図書室から
☆「�第１２回子ども読書本のしおり�
コンテスト」入賞作品�
展示のご案内
日10月３日（木）〜８日（火）
　　午前９時～午後５時
所笠置町産業振興会館１階

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
日10月20日（日）　午前10時30分～
所和束町体験交流センター２階和室

☆休室日のお知らせ
　本の所蔵整理のため、９月25日（水）から10月４日（金）ま
で休室します。返却は「本のポスト」をご利用ください。ご不
便をおかけしますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

一般書

「柿ライフ」� 農文協編 ／ 著

　正し柿や柿酢づくり、柿渋染めなどの昔
ながらの柿の加工方法から、おいしくて見
た目もおしゃれな柿レシピ、柿の葉茶の製
法、超短期間でできる柿渋のつくり方まで、
柿の活用法を紹介します。第171回芥川賞
受賞作

「めでたし、めでたし」� 大森兄弟 ／ 著

「そう来る？僕の姉ちゃん」�益田 ミリ ／ 著
「�きょう、ゴリラをうえたよ 愉快で深い

こどものいいまちがい集」�水野 太貴 ／ 著
一般書

児童書

「トドにおとどけ」� かのう かりん ／ 著

「�千両みかん 絵本で落語！」�長谷川 義史 ／ 著
「おとなもこどもも知りたい生成AIの教室」
� 鈴木 秀樹 ／ 著

和
束
町

児童書

「ジャングルのチョコレート工場」
� 横山 亜未 ／ 著

「怪盗グルーのミニオン超変身」
� 代田 亜香子 ／ 著

「�ゆらしてゆらして」� accototo ／ 著

「�サンショウウオの四十九日 
（第171回芥川賞受賞作）」� 朝比奈 秋 ／ 著

「私の小説」� 町屋 良平 ／ 著

「和のゆるふで」� ふでこ ／ 著

一般書

「バリ山行」
� 松永 K三蔵 ／ 著

　会社の付き合いを避けてきたが、登山部
で親睦を図る気楽な活動をするようになった
波多。職場で孤立するベテラン妻鹿が、あ
えてルートから外れる危険で難易度の高い
「バリ山行」をしていると知り…。
第１７１回芥川賞受賞作

一般書

笠
置
町

【相楽東部広域バス】好評運行中
※10月１日よりダイヤが一部変更となりました。

運行日：毎日（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25／８：15／ 10：15／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25／９：10／ 11：10／ 13：45

平日（月～金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15／ 10：15／ 12：45／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10／ 11：10／ 13：45／ 16：40

休日（土日祝）
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